
学校番号 ３００２ 

平成 30年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 １ 年次 ２ 

使用教科書 「改訂版 高等学校 国語総合」（数研出版） 

副教材等 「カラー版新国語便覧」(第一学習社)「意味から学ぶ常用漢字」（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ 

「古典」は、私たちの文化のルーツであり、現代の日本を生きている私たちの内面にも深く関

わっています。千年以上前の日本人が、どのようなことを考え、どのような人生を歩んできたの

かを知ることは、人間の「普遍性」を理解することであり、自分自身を理解することに繋がるの

です。グローバル化が加速し、異文化理解の必要性が求められる時代ですが、まずは自分を理解

しなければ、異文化を持つ人たちとの関わり方を考えることができないでしょう。 

また、時代を超えて伝承してきた文化は、私たちのかけがえのない財産です。千年前に書かれ

た書物をそのまま読み、理解できる環境にあるのは、世界的にも珍しいことです。この財産をし

っかり受け取り、後代に伝えることは、私たちの仕事です。 

「古典」の学習は、この財産を楽しむための「アイテム」を手に入れる、喜びに満ちたもので

す。有意義な時間となるよう、積極的な姿勢で取り組んでください。 

２ 学習の到達目標 

・古語で書かれた古文や漢文を読み、描かれた世界を楽しむことができる。 

・古典についての理解を深めることによって、ものの見方を広め、感じ方や考え方の幅を広くし、人

生を豊かに生きる態度が身についている。 

・古典に関連する文章を読むことによって我が国の伝統と文化に対する理解を深め、生涯にわたって

古典に親しみ、古典に学ぶ態度が身についている。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

ｂ：話す・聞く能

力 
ｃ：書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典の学習に興

味を持ち、古典の

世界についての

理解を深めよう

とする。古典を読

む楽しさを味わ

うともに、我が国

の伝統と文化に

対する関心を深

めている。 

教授者や仲間の

発言を的確に聞

き取り、それに応

じて自分の考え

を深め、まとめな

がら、効果的に話

したり話し合っ

たりする。 

自分の考えをし

っ か り と ま と

め、相手や目的

など場に応じた

適切な表現によ

る文章を書くこ

とができる。 

古典の知識をふ

まえて文章を的

確に読み取り、そ

の価値を考察し

たり、関心に応じ

て更に幅広い読

書につなげたり

して、自分の考え

を深め、発展させ

ている。 

伝統的な言語文

化や言葉の特

徴、きまりなど

の理解を進め、

知識を身に付け

ている。 

主
た
る
評
価
方
法 

授業の受け方 

ノート・提出物等

の記述の点検 

 

授業の受け方 

発表等の発言の 

内容の点検 

ノート・提出物

等の記述の内容

の点検 

定期考査 

授業中の発表、ノ

ート・提出物等の

記述の内容の点

検 

定期考査 

授業中の発言、 

ノート・提出物

等の記述の内容

の点検 

定期考査 

小テスト 

上に示した観点に基づいて、学習単元ごと・学期ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

評価は学習内容に応じて、それぞれの観点毎に適切な割合を案分して行います。 



 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a ｂ ｃ d e 

１
学
期 

伊
勢
物
語 

教材： 

『伊勢物語』 

「芥川」 

「東下り」 

 

文法等…文語の動

詞の活用 ○ ○ ○ ◎ ○ 

a:物語の世界に興味を持ち、読み

取ろうとしている。動詞の活用につ

いて発展的に学ぼうとしている。 

ｂ：文章の構成上の工夫について

話し合う。 

ｃ：作品つくりに積極的に取り組ん

でいる。 

d:人物の心情を深く理解することが

できる。 

e:語句や歴史的仮名遣いなどに注

意して，正確に音読し、意味を把

握している。動詞の活用の意味と

用法を理解している。 

ａ、ｂ、ｃ、ｄ： 

授業の受け方と

提出物の点検 

定期考査 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

 

１
学
期 

漢
文 

教材：  

「狐借虎威」 

「鶏口牛後」 

(故事成語の意味を

理解し、日本の文化

が影響を受けてい

ることに気づく) 

 

○  ○ ◎ ○ 

a:古代の中国と日本の関係につ

いて理解する。漢文が日本語や

日本文化・思想に与えた影響に

ついて考察する。 

C:漢文のルールに則り、作品を作

る。 

d:漢文の基本的な構造を理解し、

正確に訓読できる。 

e:漢文の基本的な構造について

理解する。漢文訓読に関する基

本的な知識ついて理解する。  

ａ、ｃ、ｄ、ｅ： 

授業の受け方と

提出物の点検 

定期考査 

 

２
学
期 

平
家
物
語 

教材： 

「祇園精舎」 

「木曽の最期」 

（戦国の時代に生き

た人々について理解

する） 

 

○ ○  ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などの対比的

な描き方に気づき、その効果につ

いて考える。 

b:意見交換の中で人物への理解を

深める。 

d人々の心情と言動、交情、につい

て読み取り、それを表現できる。 

e:文語の決まり（音便・敬語）を理解

している。古語について理解してい

る。 

ａ、ｃ、ｄ： 

授業の受け方と

提出物の点検 

定期考査 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

 



徒
然
草 

教材： 

「つれづれなるまま

に」 

「ある人、弓射ること

を習ふに」 

（の時代に生きた

人々について理解

する） 

 

○ ○  ◎ ○ 

a:文章の構成や展開に注意しなが

ら、筆者の意図を読み取ろうとして

いる。 

ｂ：現代人の考えとの共通点につい

て話し合う。 

d:筆者がなぜこの文章を、このよう

に書いたのかなどに迫っている。 

e:語句や歴史的仮名遣いなどに注

意して，正確に音読し、意味を把

握している。動詞や助動詞の活用

の意味と用法を理解している。 

ａ、ｂ、ｄ： 

授業の受け方と

提出物の点検 

定期考査 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
学
期 

源
氏
物
語 

教材： 

「光源氏の誕生」 

「若紫」 

 (物語の世界に親

しみ、文章を味わ

う。登場人物の心

情や行動につい

て考える) 

文法等…文語の形

容詞・形容動詞の活

用 

○   ◎ ○ 

a: 登場人物の相互の関係と、

人々の心情と言動を積極的に

読み取ろうとしている。 

d: 踏まえられた故事を理解した

上で、登場人物の相互の関係、

人々の心情と言動、交情、につ

いて読み取り、それを表現でき

る。 

e:文章の形態や文体の特色、古語

について理解している。形容

詞・形容動詞の活用を理解して

いる。 

ａ、ｄ： 

授業の受け方と

提出物の点検 

定期考査 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

 

漢
詩 

教材： 

「唐詩」 

(漢詩を読み、簡潔

で含蓄のある表現

を味わい、豊かな詩

情や明確な主張を

読み取る) 

○   ◎ ○ 

a、d:各詩人の生きた時代に関心

を持ち、語彙や句法に注意しな

がら訓読し、それぞれの詩がど

のようなことや心情を表現し

ているかを読み取り、味わい、

自己の表現力の向上に役立て

ている。 

e:漢詩文に独特の語彙、および、

句法・詩形・押韻等を確認しつ

つ訓読し、現代語訳している。 

ａ、ｄ、ｅ： 

授業の受け方と

提出物の点検 

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力       

e:知識・理解 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む

こと」）に関わる観点には◎を付している。 

 

  

 


